
 

 

 

 

 

 

 

 11 月に引き続き、2 月 8 日（水）に朝霧小学

校で“あさぎり わくわく ラボラトリー”が

開催されました。市外・県外からの参加もあっ

たようで、これからの教育の方向性を探るアン

テナを張っておられるんだなと感じます。朝霧

小の“あさぎり わくわく ラボラトリー”に参

加しながら、改めてまだまだ十分には浸透して

いない 2021年度（令和 3年度）より明石市教育

委員会が提案する “新たな指定研究「新しい時代の教育」”の持つ意味を考えてみる必要があると

感じました。 

 朝霧小の学校提案を聞く中で、「新しい時代の教育」に取組むにあたって、先生たちが「どうやっ

て探究的な学習を…」、「ICT 機器を活用するにあたって、どんなことを…」、「コミュニティ・スク

ールの特性を生かした学習をすすめるには…」といった「How to…」に走らず、原点に立ち返った

ことが大きかったのではと考えます。“公開熟議（ラ

ボ）ろう”のテーマにもなっている「何のために教育

をしているのか？」・「目指す教師像とは？」・「学び

続ける教師」を含め、教育という仕事に携わる者にと

ってベースとなることを考え、対話する時間を持つ

ことからスタートしたのは大きかったのではと思い

ます。今回 “公開熟議（ラボ）ろう”に参加された

先生方にとって、こういったテーマで改めて対話す

るのは何年ぶり？ いや初めてだという方も多かっ

たのではないでしょうか。「“飲み

会”の席では昔はよくこういった

話はしたな」といったことはよく

耳にしますが、今こうした原点に

関わる対話や、それも朝霧の対話

のように、対話を見える化して共有するといったことはほとんどされていない

のが現状なのではと思います。こうした教育の原点に関わる対話は、授業力に

関わるだけでなく、子どもの成長や、教師が育つベースになっていくのだと考
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えます。だから、非認知面を含め子どもたちが成長する仕組として APCM(Asagiri Project Concept 

Map)ができたのではと感じます。“教師は授業で勝負する”という言葉がよく使われてきました。こ

れまでの研究の主流が授業方法の研究で題材の教材研究の仕方から、発問・板書…、指導案を検討

し、授業前には、指導案をベースに授業の流れを予想し、授業後には、指導案で考えた授業の流れ

を、教師の発問と子どもの反応など一挙一動から話し合いがおこなわれてきました。最後は講師と

してお招きした大学の先生等が講評され、その講評を先生たちが聞き逃すまいとメモるといった光

景が何十年と繰り返されてきたのではと思います。正直、そういったこれまでの流れから見ると、

今回の“あさぎり わくわく ラボラトリー”を物足りなく感じられたかもしれません。しかし、“教

師は授業で勝負する”という言葉を今回の朝霧小の学校提案に当てはめてみるとどうなるでしょう

か。私は、“これからの教師は未来を想像し、子どもたちに必要な資質・能力が育つ仕組を創造する

力が必要だ”といったことに言い換えられるのかなと考えます。 

こうした原点に立ち返った対話が、2021 年度学校教育目標「確かな学力と豊かな感性をもち た

くましく生きる子～基礎・基本の確実な定着と心豊かにたくましく生きる子～」から 2022 年度学

校教育目標「人とつながる 社会とつながる 未来とつながる学校 ～主体的に学び、共に新たな

価値を創造する子の育成～」という、より未来を創り、未来を生きる子どもたちを育てていく学校

というビジョンがよりはっきりとしていくことにつながったのではと考えます。そして研究テーマ

も 2021 年度版「社会とつながり、探究し続け、自己を高めていく児童の育成～朝霧流プロジェク

ト型学習を通して～」から、2022年度版「社会とつながり、探究し続け、自己を高めていく人間の

育成～朝霧流プロジェクト型学習を通して～」児童の育成から人間の育成へと子どもたちだけでな

く、教師、保護者、地域住民と人の成長に関わる仕組として朝霧流プロジェクト学習を位置付ける

など、人の成長により視点を向け始めたのではと考えます。皆さんはどう感じられますか？ 

また、今回の「新しい時代の教育」の指定を受け取組む中で、これまでと大きく違うのが、これ

までは研究を進めるにあたって大学の先生に定期的に入っていただき指導を受けるという形が主

流でしたが、朝霧の先生たちは様々な本を読み、また、時には動画から情報を得たりしながら、個々

が考えたことを熟議（ラボ）ろうの中で交流しながら進化させてきているのが大きな特徴ではと思

います。まさに、「新しい時代の教育」を想像し創造する当事者として向き合われたのだと感じま

す。教えていただくのではなく、自分たちで創る、だから、いろいろな考え方に触れていくことが

大切で、それを交流することかで、朝霧小学校の先生方みんなでこれからの教育を想像し、必要な

ことを創造していっているのだと思います。先生たちは答えにたどりつこうとしているのではなく、

多くの人が納得できる学びの仕組を創り出そうとされているのだと思います。子どもたちに求める

ことを、先生方も実践されているんですね。 

そういった意味で“あさぎり わくわく ラボラトリー”はこれからの学びの方向性やそれを進め

るための研究・研修のあり方を提案されています。“あさぎり わくわく ラボ

ラトリー”から学んだことを私なりにまとめてみるとこうなりました。 

〇教育の原点に時々立ち返ることが、先へ進む原動力に。 

〇校内だけでなく、様々な人との対話から新たなアイデアが。 

〇情報はどこからでも取れる時代、講師はオンラインか eラーニングでＯＫ。 

〇自分たちに必要な情報を集め、対話の中で深めていく研究・研修へ。 

〇校内でとどまるのではなく、ふだんからオンラインを活用しながら、他校や他市町・他府県の

学校とつながり、合同校内研究・研修を。 

 皆さんはどう思われますか？ 



こうした研究・研修で大切になってくるのがファシリテーターです。朝霧の公開熟議（ラボ）ろ

うでは朝霧の先生方がファシリテーターを務められていましたが、あの姿も朝霧の先生の成長の姿

ではと思います、心理的安全性をベースにおいた対話を経験されてきたからできたファシリテート

ではと思いました。また、グループごとで参加された先生方が対話をまとめてい

く様子をみながら、対話を見える化する力も必要なんだと改めて感じました。家

に帰ってスマホをみると、オレンジ色の目立つ表紙の本がおすすめとして届いて

おり、このタイミングの良さはと怖くなりながらポチってしまったのがこの本で

す。「ファシリテーション・グラフィックス 議論を描けば、会議が変わる！」こ

れからは板書ではなく、ファシリテーション・グラフィックス？ 

新たに令和 5年度には「新しい時代の教育」の指定が次の学校に引き継がれま

す。朝霧小はバトンを渡すのではなく、きっと伴走者として共に新しい時代の教育を創っていくパ

ートナーになるんだろうなと思います。校内だけではなく、研究パートナーとしてネットワークが

広がっていくのがこれからの時代の研究なのではと考えます。 

 

“第 2回あさぎり わくわく ラボラトリー”アンケート抜粋（速報） 

〇学校提案について 

 ・これだけ夢中に学校提案を聞いたのは初めてです。新しいことだらけでずっと聞いていたい内

容でした。 

 ・“教職員の学びたい！をどう育むのか”について校内でも議論したいです。 

 ・学校教育、教師教育の提案であると感じました。 

 ・従来の形でない方法は斬新でした。自分の学校の発表の参考にしようと思います。 

 ・朝霧流プロジェクトのオリジナル性がわかりません。子どもの姿から理論化することが大切だ

と思いました。 

〇“公開熟議（ラボ）ろう”について 

 ・他の学校の先生とじっくりお話する時間がとれて同じ悩みを共有できました。 

 ・漠然と考えていたようなことを共有できて面白かったです。これを数回行っている朝霧小は、

教育に深みがあると思います。 

 ・地域の方がずっと子どもたちとつながり続けてくださっていることに感激しました。 

 ・先生方の考え方を伺い、自校での自分の立ち位置やすべきことを見直すきっかけになりました。 

 ・教員同士で教育的なテーマに沿って話をするということが本当に少なくなっています。でも、

今日の体験をしてすごく意義のある時間でした。自分の考えを見直し、他の方の考えを知れる、

などとてもいい時間でした。 

〇本校へご意見やご感想 

 ・これからの研究会は、こうあるべきだと思いました。省けるところは省き、いかに質を求めて

いくかという主張が伝わってきた素敵な研究会でした。若い先生方が緊張しながらもラボや分

科会を仕切る経験はとても貴重だと思いました。 

 ・自分の学校にはない研修形態で、とても驚きました。素敵な取り組みだと思うので、自分の学

校でもできたらと思いました。 

 ・研究の進め方が面白かったです。本校でも取り入れていきたいです。 

 ・提案していることにオリジナル性、その成果（子どもの姿・教師の姿）を提案の中に具体的に

見えるようにすべきだと思います。 



 

 

①新しくなった明石市の教科・総合指定研究についての説明 

以前の指定研究では、特定の教科・領域に絞った研究に取り組んでいただいていた。しかし、社会の動向や子どもに求

められる力の多様化を踏まえ、指定研究も新たな方向へ転換が必要であると考えた。そこで、①探求的な学びの構想、②

ＩＣＴ機器を活用した学習活動の展開、③地域と連携した教育活動の展開及び、「社会に開かれた教育課程」の実現、な

どを指定研究の柱とし、昨年度より朝霧小学校に取り組んでいただいた。 

②「日常化」した地域との連携について 

朝霧の地域の方は、子どもたちの学習活動はもちろん、教職員の研修の場にも参加されることがある。そのように、子

どもや教職員とともに過ごす時間を増やすことを通して、子どもの成長や学びを真に共有できることが大きな効果だと

考える。私たちは日々の教育活動はもちろん、このような学校あげての研究も「子どものため」に行い、力を注いでいる。

しかし、この「子どものために」という捉え方が、私たち教員と地域の方、また保護者と一致するとは限らない。「子ど

ものために」同じ言葉を使ってイメージを共有していたつもりでも、向いている方向が双方で異なる場合があるが、朝霧

小学校では、地域の方と十分にかかわり、対話されることを通して、学校と地域の方が同じ方向を向いて子どもを育もう

とされている。 

③「学校教育目標と研究」とのつながりについて 

朝霧小学校では、今回の研究に取り組むにあたって、学校教育目標を見直し、新しくされた。そして、その学校教育目

標と研究とのつながりがはっきりと示されている。つまり、研究を通して「どのような子どもを育もうとしているのか」

ということを明確にされている。 

その学校教育目標にせまるため、朝霧小学校では、一単位時間の授業づくりや単元づくりという範囲にとどまらず、「非

認知能力」など、広い視点で研究に取り組み、長いスパンで子どもを育もうとされている。 

④教職員の成長について 

 朝霧小学校の研究は子どもの育ちだけではなく、「教職員の成長・資質の向上」を研究の取組として位置づけられてい

る。これが「TATP」という朝霧小学校独自の取組として紙面に掲載されている。この「ラボろう」によって、学年や経験

年数の違いを越えて先生方同士の対話が生まれている。この対話は、直接的に明日の授業づくりを劇的に変えるような、

そのような性格のものではない。しかし、若手の先生方の困り感を解消したり、ある程度経験を積まれた先生方にとって

も、教育についての新たな視点をもつきっかけになったりするのではないかと考える。また、そのような学ぶ姿勢は子ど

もたちに必ず伝わると考える。子どもたちにとって、教師は「何かを教えてくれる人、何かをよく知っている人」という

イメージから、「常に学んでいる人・学ぼうとしている人・共に学ぶ人」というイメージに変わっていくのではないか。

働き方改革と言われて久しいが、限られた時間の中で、このような先生方によって「意味のある余白の時間」をいかに確

保していくのかということは、大変大きな課題。その課題を解決する有効なてがかりを朝霧小学校の研究が示してくれて

いると捉えている。 

⑤参加された先生方へ… 

前回、第１回「あさぎり わくわく ラボラトリー」に参加された先生方に「朝霧小学校の取組から学ばれたことを各校

にもち帰っていただき、ぜひ生かしてください。」とお伝えした。多くの研修会でそのようなフレーズを聞かれると思う。

先生方は研修会などで学ばれたことをどのような形で学校に還元されているか。先生方は、朝霧小学校の「あさぎり わ

くわく ラボラトリー」に参加され、同じ空間で同じ内容を見聞きしている。しかし、先生方お一人お一人の経験や学校

の実態によって見え方・捉え方は異なると思う。ぜひ本日の朝霧小学校の提案を先生方なりに学ばれたことを分析・省察

され、適切に各校にてお伝え願いたいと強く思っている。そのひと手間によって、本日の朝霧小学校の取組の価値がさら

に高まるのではないか考える。 

 

あさぎり わくらく ラボラトリー指導助言《要約》 

 



朝霧小“TATP通信”が発行されていますのでご紹介させていただきます。 

公開熟議（ラボ）ろうの各グループでの熟議の熱気が伝わってきそうです。 



 熟議がグラフィック化されるとわかりやすいですね。 

こんな熟議が広がっていけばいいなと。 

（文責：北本） 


